
第２回「しまねナイスパートナー」 ※推薦書受付順、敬称略

氏名 住居地 活動状況 推薦者

1 石原
いしはら

　幸雄
ゆきお

(56)

石原
いしはら

　孝子
たかこ

(51)
松江市

・「松江らしさ」をこよなく愛する「まちづくり夫婦」として、伝統
行事の保存継承、観光振興、環境啓発活動に取り組む
・幸雄：「松江祭鼕行列」の保存会会長
・孝子：しまね環境アドバイザー、環境省環境カウンセラー

松江市文化
協会

会長　原
敏

2 斉藤
さいとう

　實夫
じつお

(86)

斉藤
さいとう

　ソノ(82)

益田市
匹見町

・集落民全員加入、全員が主役という「萩の会」で、先導的な役割を
担い、生涯現役で生活できる元気な集落づくりを展開中
・空き家を借り受け、平均年齢７０歳を超える仲間と民宿を開業し、
「わがままばあちゃんの宿」として名物宿に育てる

益田市匹見
総合支所
地域振興課

 山本裕士

3 池田
いけだ　

 美枝子
みえこ

(49)

池田
いけだ

　 和哉
かずや

(52)
津和野町

・津和野を代表する割烹旅館「明月」の主人・女将
・津和野観光のリーダー的存在として活躍
・美枝子：「女将さんの会」で『お助け傘』など女性の視点
　　　　　　でアイディアを提供
・和哉：鹿足郡、津和野町の旅館組合会長
　　　　　津和野料理の基礎を築いた先代の料理を継承、
　　　　　発展

津和野町
情報企画課
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4 奥野
おくの

 　又督
やすただ

(58）

奥野
おくの

 佳代子
かよこ

(58)

飯石郡
飯南町

・「いのしし肉」を加工し、四季を通じた特産品として販売
  するため「グランディア赤名峠」（７夫婦）を設立
・地域住民を巻き込んで新たなアイデアと意欲を生み出
   し、経済効果と共に大きな活性化となった
・「棒状ハンバーグ（Ｈ１５）」、「みそ漬け（Ｈ１５）」
  「コロッケ（Ｈ１７）」「いのししカレー（Ｈ１８）」

飯南町
　
町長
　山碕英樹

5 鈴木
すずき

 　和弘
かずひろ

(45)

鈴木
すずき

 恵津子
えつこ

(41)

隠岐郡
海士町

・神奈川県小田原市から隠岐へIターン
・平成５年３月　　隠岐で初めてダイビングスポットを開発
　　　　　　　　　漁協と共同でダイビングサービス実施
・平成９年　　　　漁業後継者と「岩がき」養殖に取組む
・平成１８年１０月「いわがき生産株式会社」が設立、取締役に就任
・Iターンの後輩達のまとめ役、地元住民とのパイプ役

海士いわが
き生産株式
会社

代表取締役
社長
　大脇安則

6 和田
わだ

　早苗
さなえ

(57)

和田　史朗
わだ　　しろう

(58)
松江市

・住民参加型ミュージカルの演出（史郎）、演出補（早苗）として、
島根の舞台芸術の水準向上、人材育成に大きく貢献
　　平成８年から「あいと地球と競売人」
　　平成１２年から「ビリーブ・イン・ミー」
・平成１３年度島根県文化奨励賞を受賞（史郎）

穐葉 寛佳

（ミュージ
カル出演
者）
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7

伊賀
いが

　さとみ(40)

(佐々木さとみ)

マコ　佐々木
まこ　ささき

(49)

(佐々木誠)

江津市
桜江町

・「桜江」を愛し、情熱を持って地域活動に取り組む
・さとみ：ＮＰＯ法人「結まーるプラス」を設立、副理事長
　　　　　「空き家・空き地のデータベース化と有効活用」
　　　　　「地域の安全を守る自警ネット」「田舎ツーリズム」
・マ　コ：地元に伝わる「勝地半紙」の唯一の後継者
　　　　　地元の小学校で、和紙の卒業証書作りを指導

ＮＰＯ法人
結まーるプ
ラス


